機械・設備賃貸借契約書
貸主○○○○（以下「甲」という。）と借主○○○○（以下「乙」という。）とは、下記条項により、貸借契約を締結する。
（契約の主旨）

第１条　甲はその所有する末尾記載の機械・設備等（以下「本件機械」という。）を乙に使用、収益させるものとする。
（貸借の期間）

第２条　本契約の期間は○○年間（令和○○年○○月○○日から令和○○年○○月○○日まで）とする。ただし、期間満了の１ヶ月前までに甲または乙から書面による解約の申し出がないときは、本契約と同一条件でさらに１年間継続し、以後も同様とする。
（賃料）

第３条　本件機械の使用料は、本件機械一式につき月額金○○円とし、乙は毎月末日までに、翌月分賃料を甲の指定する方法で支払うものとする。
（引渡し）

第４条　本件機械の引渡しは、甲乙立会いのもとに行うものとする。
（保障）

第５条　甲は乙に対し、本件機械について第三者の如何なる権利も付着していないことを確約し、万一、第三者から引渡しの要求その他権利の申出あるときは、甲において一切引き受け解決し、乙には何らの迷惑を及ぼさないことを保障する。
（保証金）

第６条　乙は、甲に対し、この契約から生ずることあるべき損害などの補償に充てるため、金○○円の保証金を本契約成立日に預託するものとする。但し、この保証金は無利息とし、本契約が終了したときは、甲は、本件機械の引渡しを受けると引換えに、乙に対し、これを返還するものとする。
（善管義務）

第７条　乙は、善良なる管理者としての注意義務をもって本件機械を使用管理するものとし、本件機械の乙による通常の使用による摩耗・損耗については、通常の維持管理費用（注油、電気絶縁体の管理、電気代、燃料代、部品の取替え代金）を含めて全て乙の負担とする。
２　乙の故意・過失によって、本件機械を損耗した場合には、乙が全て責任をもって修理するものとする。
３　本件機械の操作を乙が誤り、第三者に損害を与えたときは、乙は、その損害を賠償しなければならない。
（保険等）
第８条　本件機械について、乙は、甲の指定する保険会社と甲の指定する条件で火災保険契約を締結するものとし、その火災保険金請求権について、甲のために質権設定手続をとるものとする。
（転貸・譲渡の禁止）

第９条　乙は甲の同意なくして本件機械を第三者に転貸し、又は本契約による権利を移転してはならないものとする。

（経費の負担）

第10条　本件機械に対する公租公課等に要する経費は、すべて○が負担するものとする。

（契約の解除等）

第11条　次の各号に掲げる事項が生じた場合は、甲はいつでも本契約を解除できるものとする。ただし、（３）及び（４）については、○○ヶ月間の催告期間を要するものとする。
（１）乙が賃料の支払いを○○ヵ月分以上滞納したとき。
（２）乙が第７条又は第９条に違反したとき。

（３）甲が本件機械を売り渡し、又は処分するとき。

（４）その他、解除を必要と認めたとき。

２　乙は、甲から前項により解除通知を受けたときは、その通知の日から○○週間以内に、本件機械を全て甲に返還しなければならない。
（離作補償等）

第12条　本契約の期間満了又は契約の解除による本件機械の返還に伴い、乙は甲に対して離作補償、移転補償、営業補償、その他の名目のいかんを問わずこれらに相当し若しくは準ずる補償の請求はできないものとする。

（その他）
第13条　本契約に定めのない事項が生じたとき、又は、本契約各条項の解釈について疑義が生じたときは、甲乙誠意をもって協議し、これを解決するものとする。
以上の通り契約したので、本書２通を作成し、甲乙各これに記名押印した上、各１通これを保有する。
令和○○年○○月○○日
貸主（甲）　住所　○○○○○○○○○○○○○
氏名　○○　○○　㊞

借主（乙）　住所　○○○○○○○○○○○○○
氏名　○○　○○　㊞
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